
　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○
一般小売店［菓子］
（企画）

・新商品販売を控えていることもあり、やや良くなる。

○
百貨店（店舗企画） ・県民の需要は厳しいとみられるが、観光客が継続して増加

しており、その分でカバーされると見込んでいる。
○ スーパー（企画担当） ・新店オープンによる売上増が見込める。

○
コンビニ（経営者） ・観光客が増加しており、弁当、総菜関係の売上が増えてき

ている。

○
その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・全体的にはそのまま伸びていきそうだが、人手不足でも効
率良く対応できるシステムを構築できないと、経営としては
厳しい状況に追い込まれる。

○
旅行代理店（マネー
ジャー）

・個人客の大幅需要増は見込めないが、企業関連の旅行需要
に期待したい。

○
ゴルフ場（経営者） ・販売価格を上げたにもかかわらず利用人数の方はさほど落

ちない。販売総量は増えている。

○
住宅販売会社（営業担
当）

・来場者の25％から、住宅計画の具体的な相談を受けてい
る。

□
一般小売店［鞄・袋
物］（経営者）

・インバウンドは相変わらず買い回り品に関して、財布が固
いようにみられる。

□ スーパー（販売企画） ・競合店の新規出店の影響はまだ続くとみられる。

□
コンビニ（代表者） ・景気動向は安定しており、今後も継続して高い数字で推移

する。

□
その他専門店［書籍］
（店長）

・新年度に向かい徐々に繁忙期になっていくが、例年と大き
く変わる要因は見当たらない。

□
観光型ホテル（代表取
締役）

・今後の競争相手が増えていく。入域客数は伸びるものの、
単体としては期待するほど伸びない。

□
住宅販売会社（代表取
締役）

・顧客からの戸建て住宅、投資用賃貸住宅などの相談は多い
が、設計士が不足しており設計業務の進捗が遅れ気味であ
る。

▲
観光型ホテル（マーケ
ティング担当）

・現段階の予約状況から推測される今後２～３か月後の客室
稼働率は、前年同月実績を下回る見込みである。

×

商店街（代表者） ・商店街では物販、特に衣料品関係が厳しく、毎月売れなく
なっている状況である。遊びに来ても、買物をするかはまた
別である。景気が上向きの状態なのは一部であって、末端の
零細企業は大変厳しくなっている。一方で、手軽にできる飲
食店、飲み屋等がここ４～５年で70店ほど増えて、管理面で
問題も起こりつつある。

◎ － －

○
食料品製造業（総務） ・旧正月が前年と違う時期なので、売上もこれから伸びてく

る。

○

輸送業（代表者） ・生コンの出荷は公共工事の需要期を迎え堅調であり、観光
客の増加に伴うリゾート関連のホテルや、量販店の民間工事
も活況を呈している。アスファルト舗装は例年に比べ出荷量
が落ちている。陸上自衛隊基地の建設工事が始まり、しばら
くは造成工事が続くなど、生コンやアスファルトに今後大幅
な需要増加が見込まれる。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・公共工事の着工が遅れている。民間工事も鈍い。

□
建設業（経営者） ・今の引き合い件数からすると、２～３か月後もこの状態を

維持できそうである。

□

輸送業（営業） ・インバウンドが引き続き好調である。また、外食産業の新
規参入や量販店の出店などにより物量増は見込まれるが、一
時的なものとみられる。それに対し運送原価は上昇傾向にあ
り、収支的には悪化する可能性がある。

□

広告代理店（営業担
当）

・県内企業の業績は改善に向かっているものとみられるが、
県外企業との競争が激化していることや、将来不安への意識
がまだまだ払拭されていないことから、販促活動に対して、
やや消極的な傾向が見受けられる。また、一括交付金を活用
したソフト関連事業も年々予算が縮小傾向にあり、需要が拡
大する見込みは低いと感じている。

□ 会計事務所（所長） ・観光客の増加に伴う消費単価の伸びは鈍化している。
▲ － －
× － －
◎ － －

○
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・求人数が増える。

□
人材派遣会社（総務担
当）

・人手不足でどこからも補充ができず、同じ企業からの求人
が長期化している。
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□
求人情報誌製作会社
（編集室）

・今月同様、引き続き求人件数は多いとみられる。

□
学校［専門学校］（就
職担当）

・ＩＴ業界の基本給は上昇傾向にあるが、事務系の給与体系
は変化に乏しい。

□

学校［大学］（就職担
当）

・新卒求人については、2019年卒採用の求人が３月の解禁を
前に出始めている。求人の動きとしては景気が高まることの
期待は持てるが、採用側では依然として人手不足の状況が続
いており、それが経済伸長の足かせとなっているのではない
かと感じられる時がある。

▲ － －
× － －
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